
2022年

12月22日 10:00-16:00

大町市大町１６０１－２大町市文化会館(大ホール)

第59回

日 時

会場

木

参加資料代 ２，０００円

長野県部落解放
研究集会

時 間 プ ロ グ ラ ム （要約筆記を実施します）

9:00~ 受付開始

10:00~10:25 開会行事 実行委員長あいさつ 来賓あいさつ、紹介

10:30～12:00
講演「部落問題理解の原点―差別の現実認識と解放への課題―」

近畿大学名誉教授 奥田 均さん

12:00~13:00 昼食

13:00~14:20

講演「共に生きるとは何か」

～繰り返される『言葉の暴力』を食い止めるために～

認定NPO法人Dialogue for People副代表／ フォトジャーナリスト

安田 菜津紀さん

14:40~15:50

実践報告「私にとっての同和教育」

元東京都立南葛飾高校定時制教員

大町市放課後児童クラブ代替支援員

羽藤 緑さん

15:50~16:00 閉会行事

支払・申込方法 市町村、市町村教育委員会関係者は別紙申込先に申し込みください。
各機関、団体、個人は実行委員会事務局（NPO法人人権センターながの）に申し込みください。
お支払いは当日の受付にてお願いします。
※実行委員会加盟団体はそれぞれの集約方法がありますので、所属団体にお問い合わせください。

昼 食 新型コロナウィルス感染症予防のため昼食は各自ご用意ください。



主 催 長野県部落解放研究集会実行委員会

（構成団体） 長野県企業人権教育推進連絡協議会 長野県同和問題企業連絡会 「同和問題」にとりくむ長野県宗教教団連絡会議 部落解放長野県民共闘会議
世界人権宣言長野県実行委員会 部落解放・人権政策確立要求長野県実行委員会 大町市 大町市教育委員会 部落解放同盟長野県連合会

後 援 長野県 長野県教育委員会 長野県同和教育推進協議会 信濃教育会 （財）信州農村開発史研究所、長野県部落史調査委員会
在日本朝鮮人総聯合会長野県本部 NPO法人わっこ自立福祉会 部落解放に関する「条例」制定市町村連絡会議 長野県隣保館連絡協議会
長野県市長会 長野県町村会 長野県市議会議長会 長野県町村議会議長会 長野県仏教会 長野県平和人権環境労働組合会議
日本労働組合総連合会長野県連合会 長野県社会福祉協議会 長野県民生児童委員協議会連合会 I女性会議長野県本部
長野県農業協同組合中央会 長野県ＰＴＡ連合会 長野県公民館運営協議会 長野県小学校長会 長野県中学校長会 長野県高等学校長会
長野県特別支援学校校長会 長野県中小企業団体中央会 長野県商工会議所連合会 長野県商工会連合会 長野県経営者協会
信濃毎日新聞社 中日新聞社 読売新聞長野支局 毎日新聞長野支局 朝日新聞長野総局 共同通信社長野支局 時事通信社長野支局
SBC信越放送 NBS長野放送 TSBテレビ信州 長野朝日放送 NHK長野放送局 長野エフエム放送 FMぜんこうじ

皆さまへお願い

 発熱・咳・咽頭痛など体調不良の場合は参加をお控えください。
 マスクの着用、手洗い・消毒、入場時の検温にご協力ください。
 ロビー等共有スペースでは周囲の方との十分な距離を確保して、大声での会話はお控えください。
 飲食は決められたスペースでお願いします。他の参加者の方との距離を取って、食事中の会話はお

控えください。
 その他感染防止のため、主催者および施設管理者からの呼びかけにご協力ください。
 講演の趣旨に反する参加はお断りする場合があります。
 著作権・肖像権の侵害行為（講演の写真撮影・録画等、それら及び講演資料の二次利用や拡散な

ど）は禁止いたします。

長野県部落解放研究集会実行委員会 事務局

長野市若里1-19-5 長野市中央隣保館内 (NPO法人人権センターながの)

E-MAIL  jinken-nagano@vesta.ocn.ne.jp URL http://jinkennagano.com/
TEL026-225-5045 FAX026-227-0212

問い合わせ先

1987年神奈川県生まれ。認定NPO法人

Dialogue for People（ダイアローグ

フォーピープル/D4P）フォトジャーナリ

スト。同団体の副代表。16歳のとき、

「国境なき子どもたち」友情のレポー

ターとしてカンボジアで貧困にさらされ

る子どもたちを取材。現在、東南アジア、

中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、

災害の取材を進める。東日本大震災以降

は陸前高田市を中心に、被災地を記録し

続けている。著書に『写真で伝える仕事 -

世界の子どもたちと向き合って-』（日本

写真企画）、他。上智大学卒。現在、

TBSテレビ『サンデーモーニング』にコ

メンテーターとして出演中。

羽藤緑さん

元東京都立南葛飾高校定時制教員

大町市放課後児童クラブ代替支援員

•自分が世の中で一番『不幸な』人間だと
思いこんでいた。

•南葛（東京都立南葛飾高校定時制）の教
員となる。

•『変わった学校』に見えた。既に、「全
入無退学処分」の校是を守りぬいていた南
葛。

•部落出身生徒や、沖縄出身の生徒、在日
朝鮮人生徒をはじめとする外国人生徒、そ
して『障害』を持った生徒たちがいた。彼
・彼女らは定時制の生徒の中でも最も重い
荷物を背負った者たち。

•私は捨ててきた過去と向き合わされるこ
とになる。

•南葛に救われた。

•本当に誠実に生きているステキな人たち
と出会うことができた。

•「大変な」子どもを大切にし、きちんと
付き合っていったら、クラスも学校もきっ
と変わっていく。

•2013年に大町市に移住。

安田菜津紀さん

認定NPO法人

Dialogue for People

副代表

／フォトジャーナリスト

関西外国語大学助教授、近畿大学人権問題研究

所教授などを経て、現在、近畿大学名誉教授

（2021年4月より）。博士（社会学）

主な著者

「土地差別―部落問題を考える－」

（部落解放・人権研究所、2006年）

「結婚差別―データーを読む現実と課題」

（部落解放・人権研究所、2007年）

「見なされる差別―なぜ部落を避けるのか」

（解放出版社、2007年）

「同和行政がきちんとわかるＱ＆Ａ」共著

（解放出版社、２００８年）

「差別のカラクリ」（解放出版社、2009年）

「人権の世間」をつくる

（解放出版社、2013年）

「部落差別解消推進法を学ぶ」

（解放出版社、2019年）など

奥田均さん

近畿大学

名誉教授

◆講師プロフィール


